（別紙様式第９号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記載例）
施　工　計　画　書

施工期間　　　自　　許　　　　可　　　　日

至　　平成　　年　　月　　日
　　　　　事業者　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　現場組織表

①事業者名　　　　住　　　所

氏　　　名
電　　　話

②現場施工体制　　現場責任者

電　　　話
現場代理人

電　　　話

重機責任者

電　　　話

事務責任者

電　　　話

③緊急時連絡体制　氏　　　名

（２名）　　　　　電　　　話

氏　　　名

電　　　話

２　特定事業に使用する機械，資材

１）使用機械

	名　　称
	規　格
	数　量
	備　　　　考

	ブルドーザー
	D50
	１
	

	バックホー
	0.7
	3
	

	土砂運搬車
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


２）使用資材
	名　　　称
	規　格
	数　量
	備　　　　考

	垂木
	４ｍ
	10本
	

	小幅板
	４ｍ
	10本
	

	砕石
	40～60
	
	

	U字溝
	U－300A
	
	

	U字溝
	U－450
	
	

	U字溝
	U－240
	
	

	U字溝
	U－240
	
	

	コルゲート管
	TDW400H
	
	

	コルゲート管
	TDW600H
	
	


３　施工方法

	準 備 工


１）工事着工前に特定事業区域・特定事業場区域の確認を行います。

特定事業区域を明確にするために木杭（赤スプレーを塗布）を打ちます。木杭には計画盛土高さがわかるように丁張りを出します。

また，木杭の場所には旗竿を立て位置がわかるようにします。　（図－１）

２）１）の作業後に特定事業区域・特定事業場区域の着工前の現況写真を撮ります。特に，上側，排水路，湧水，赤道等で後日，黙示確認ができない部分は特に現況写真を撮ります。
３）特定事業場所には，現場事務所及び標識板を設置します。

４）資材搬入用の搬入路を確保します。施工時には，土砂等が流出しないよう注意をしながら施工いたします。

	市　　の　　確　　認


	防 災 工


１）土砂及び濁水の流出を防止するため，仮調整池（沈砂池），土堰堤（小堰堤），防護柵を設置します。　（図－２）

２）上側から排水のための排水施設，湧水などの排水対策施設を設置します。　（図－３）

	　　市　　の　　確　　認


	土　 工


１）土砂等搬入届を市に提出します。

２）土砂等は下段側から施工します。設計計画のり面の丁張りを設置し，設計計画のり面を確保しながら，施工を行います。　（図－４）

３）現地盤に段切りを行い，盛土土砂が滑らないように施工します。　（図－５）

４）土工事の締め固めはブルドーザーで施工し，１層を30㎝程度で層状に施工し，のり面を確保しながら仕上げます。
＊降雨が予想される場合はブルーシート等でのり面を保護し，のり面の崩壊を防ぎます。

５）盛土高は，当初基礎面より垂直高さ５ｍ（最大）までとします。

垂直高さ５ｍごとに小段（いぬばしり）を設け，その幅は１ｍ以上とします。
また，小段は排水施設を設け，のり面の縦排水施設に接続します。　（図－６）

６）のり面緑化工事を行います。

７）一段（高さ：５ｍ）ごとに確認検査を依頼します。

８）日頃から搬入された土砂の量がわかるような管理台帳を現場事務所におきます。

確認検査時には土砂の量が確認できるような図面を作成します。　（図－７）

９）以上の土工事については，要所ごとに写真撮影を行います。
	市　　の　　確　　　認


１０）土工事については以上のことを繰り返します。

１１）完了届の提出を行い，確認検査を依頼します。
	特 定 事 業 の 完 了 検 査


	植 樹 工


１）覆土整地を行います。
２）のり面緑化工事を行います。

３）植樹工事の提出を行います。
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